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の
ｎ
人
又
ハ
岬
零
＃
‐

1

恥 1扉
ひ
ゃ
ノ
Ｉ
ｌ
く
堂

言
咋
令
ノ
、
剣
叙
を
椎
よ
り
を
童
群
＄

憾
隣
珍
帆
ｚ
ｊ
Ｄ
矛
？
，
Ｉ
土
栗
の
い
・
う

や
ｊ
ｌ
ク
フ
や

ま
ム
／
代
γ
‐
‐
‐
小
船
古
言
工
の

童
砂
ｖ
Ｖ
く

1

＝

舷
９
伽

織
乳
琴
琴
さ
ら
錨
の
肋

ざ
あ
６
２
、 零

小
加
仙
Ｉ
鯏
呼
仏
？
ふ
り
心
う
的

勺
１
歩
ヤ
キ
り
く
唆
ｚ
ゾ
リ
寸
芝

呼
称
ｊ
や
ブ
を
″
液

之
Ｆ
１
、
日
一
叩
ｄ
，
祗
郡
恥

0

を
垂
剛
１
，

鮠
今
鳴

‐
‐
‐
‐
‐
‘
‘
‘
‘
卿
‘
●
’
‘
．
’
‘
‘
’
‘
‐
’
，
‘
‘
‘
●
画
白
雪
『
酒
画
坦
一
宮
一
『
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
‐
‐
‐
‐
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｊ
ｌ
ｕ
日
日
■
■
■
旧
■
■
■
■
川
且

qk

i
ト
ー
９

恥
唖
甲
帝
／
恥
“
１
ｈ
Ｋ
ふ
い

～
画

cQ

L

＝
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b

’

必
弥
や
Ｉ
ｌ
Ｉ
妹
Ｉ
鋤
七
お
７
ｈ
Ｊ

ノ

ー
！
、
妃
↓
’
鰈
？
茂
勾

菅
か
ろ
き
ｔ
塾
孤
吟
…
こ
め
勺
婆
令
り
値
捗
畠
叶
聯
暮
是

客
形
升
ｊ
農
で
。
の
と
き
ｊ
や
箸
イ

一
一

糸

申
、

職
勺
轆
う
ど
く
鉄
の
溌
４
や

必
勺
劉
同
心

ー早団蝿
～領1体go 繊

々
を
界
吋
稲
式
ｆ
ク
遭
抜
み
ち
ｔ
ぶ
よ
掌
ｊ
ｊ
気
恥
叶
峰
小
人
専
修
心
書

唆
」
零
ヶ
て
雄
准
俳
也

必
勺
錐
偵
秒
て
の
勺
く
ぶ
畑
耗
お
Ａ
〃
ふ
く
参
を
伽
欠
く
柵
，
川
小
人

坐
ナ
ュ
オ
§
状
〃
炉
を
型
、
う
奴
ｉ
Ｉ
も

６

Ａ
蔵
３
４
ム
リ
Ａ
ｒ
当
馬
ｌ
ｊ
り
ふ
Ｉ
蓼
厚
る

〆
ム
ｖ
Ｌ
小
の
‐
袋
２
ｙ
￥
灸
ｈ
〃

畔
細
唖

恥
面
Ｉ
や
Ｌ
鱈
ｆ
Ｌ
に
耐
興
り
瓜
．

皿
呵
ｒ
ｈ
‐

吟
１
今
読
イ
隆
久
尚
勾
や
尚
１
〃
う

閏

牛
７
此
考
ｊ
く
遥
か
〃
１
４
瀞
●
４
Ｊ

ド
圀出

批
ハ
例
ゲ
録
７
‐
‐
，
セ
ム
ッ
、
‐々

崎
Ａ
Ｕ
や
。
盆
１
７
も
り
ｌ
い
ず
灘
山
脇
岬

黙
剛
．
の
ふ
お
牢
稼
の
悪
２
句
１
，
垂
房
肌

I雄
偉

〃
篭ｔ

も
り
甥

室

箸
ウ
諺
と
零
ｆ
ム
ハ

１
１
１

１

万
６
８
８
１
Ｍ

塾

誉
讓
午
教

龍
等
。
で
７
つ
鯵
が
閲
砿

ワ
Ｆ

〃

01
1

当
ｌ
河

－

１

１
１
１ 浅

薄
“

ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
“
１

↓

■

'
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－

『戸

『

’

い
ふ
司
式

磯
ず
う
１
発
八
鋪
ｊ
加
圦
Ｅ
ｊ
ぐ
』

鰯
》
》
‘

秋
・
暁
；
ｉ
々
岫
副
Ⅱ
伽
司

拭
尭
…
偽
７
肌
墨
雅
Ｉ
切
寸
く
て
抄
の
諦
臓
〃
落
人
ウ
勺
忍
ｆ
削
賦
恥

フ
ャ
く
限
、
し
．
汽
訟
１
Ａ
ノ
ｒ
‐
／
し
，
吟
Ｚ

＆

〃
申
更
幕
吟
〃
の
鷺
威
俊
あ
入
Ｙ
Ｌ
ｒ
ゞ
２
〃
乳
４
Ｊ

及
扱
の
銘
り
す
バ
リ
…
毫
鐙
４
ｈ
局
勧
瑚
迄
危
掌
牙
わ
み
も
時
世
１
！
”
１
Ｊ

↑
ノ
を
愛
鳥
を
元
診
４
仲
６
歩
や
燈
‐
毒
通
ｌ
鹿
野
斜
偵
状
蝋
で

必
命
考
丸
の
土
山
１
発
あ
ノ
リ
＃
Ｉ
１

ｐ

Ｆ

ｒ
Ｊ
１
ソ
ｕ
且
勾
Ｊ
Ｌ
Ｖ
″
毒

ｊ

三

嘩
勺
、
参
千
次
碧
今
ｊ
Ｐ
あ
く
伽
委
Ｐ
、
旬
６
て
ん
ｆ
非
・
ろ
－
“

３
１
次
鼎
鬼
歩
弄
う
Ｉ
偽
４
今
疋
少
為
巻
Ｊ
１
、
恐
驚
竃
ｌ
り
ふ
秘
仲
を
＃
尋

の
稜
ノ
き
り
泥
我
の
夕
牢
と
，
り
ふ
令
廿
毒
玄
一
ず
ｊ
て
こ
の
勺
斗
．
Ｉ

ど
ｌ
基
陸
罪
砿
の
幕
間
戊
如
弾
艮
？
ブ
リ
鋤
Ｌ
を
え
，
け
イ
少
勺
を

勺
迩
弘
ふ
午
う
す
具
く
ぐ
い
斑
ハ
渉
彫
呼
参
湛
含
〃
り
ｌ
戒
人
孔
あ

解
う
ぃ
罐
斗
ら
…
ん
例
知
１
１
惚
薙
γ
＄
Ｚ
弧
ウ
ゲ
ル
ー
、
峯
式
ァ
、
４
″
ノ

挿
自
と
の
約
う
‐
計
６
足
壷
玲
務
を
ぎ
う
ｔ
翼
〆
小
く
Ｙ
か
倫
４
１
く
鬼

１
伽
川
棚
Ｉ

Ｐ

鈴
Ｙ
蔚
ィ
や
雪
皇
踊
グ
ー
出
師
１
，
川
少
い
け
．

虞
別
榔
い
ふ
夢
句
雷
企
分
上
§
ら
楓

幽
刎
ノ
ー
札
勘
咽
４
Ｎ
』
て
も
心
－
７

」

。
■ FP

』

Ｌｊ
且
Ｎ
Ｉ
Ｉ

１

０
。
■
１
▲
■
■
４
■
１

・
判
岨
卦

１

１

１

Ｊ
旦
引

６

』
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ー 一

一
八F－

一

一
面
０
Ｉ
Ｉ
Ｌ
〆
ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｉ

基
垂
”
姻
凶
司
搦
ｊ
心
漁
研
Ｊ

１
懐
八

一
、
３

鰹
へ
蝿
払
》
蓮
岬
郡
噸
Ｉ
鯏
噌
岬
砲
金
０
糸
町
４
肌
凹
帆
哩
個
叩
１
Ｊ
や
他
ｎ
，
心
川
刈
，
，
肌
心
Ｌ
Ｋ

号

腱

。
》
三
川
や

ｊ

紺
領
伽
聯
§
恩
Ｔ
Ｉ
Ｉ
小
心
，
１
也
冊
’
仙
胆
肌
勺
Ｌ
・
叩
，
卜

毒
Ｐ
ｂ毒ｌ

〆
渦
路
ｊ
撚
拭
句
杷
３

ｊ

純
３
、
電
也
鯛
り
わ
け
ち
伽
迷
ご
秘
リ
Ｙ
迄
ろ
ｖ
電
も
ｔ
色
Ｉ

戚
勺
、
客
，
李
伊
野
１
１

与
需
潅
秩
フ
ミ
倣
？
勺
１
戒
ど

土
ｆ
ノ
ー
Ｊ
ル
多
迂
、
７
り
あ
心

必
，
Ｉ
さ
や
イ
ー
て
り
ゃ
ｆ
γ
Ｊ
、
搾
り
ｔ
△
合
乃
も
、
Ｊ
１

ｌ
‐
‐
飛
叩

・
〆
彰
寺
《
〆

人
を
″
や
ぱ
通
ク
（
ｆ
批
珍
今
小

■

『

夙
妙
さ
や
仏
ソ
人
渉
１
１
侭
輔
の
矛
も

啓
一
匂
い
つ
れ
ぅ
１
人
わ
を
い
ひ
僻
人
息
衿
人
か
’
よ
ふ
ゆ

や
畔
ム
ｈ
や
恥
ノ
耕
州
閥
櫓
１
４
Ｗ
Ｉ
〃
伽
秒
灼
仏
つ
財
⑳
ノ
々
、
聯
７
Ｊ
ノ
、
ノ

悪
Ｌ
・
」
吹
暇
協
側
や
Ｉ
泌
他
乱
ち
う
八
手
警
似
４
幕

、

必
ｉ
兇
ハ
大
狩
川
脇
１
ち
う
芽
ｊ
鬼
の
息
ｔ
迄
笈
募
４
歩
私

ｌ

天
の
衛
溌
箕
富
勵
雁
削
免
ｌ
命
１
Ｊ
リ
イ
鍵
Ｉ
夕
言
れ
姑
５
心

ｇ
■
Ｇ
夕
け
○
四
千

《
．
↑
侭
、
‐
‐
捜
砂
永
岐
驚
静
く
塀
～
戯
γ
，
雀
‐
勉

禽
腰
質
…
浅
樽
聯
ぞ
聯
急
⑲
～
肘
１
代
帰
噌
令
至
塞
塾
・
多
ｒ
●
守
謬
〃
可

￥
ず
１
１
場
轟
備
恥
可
溌
ア
ダ
喝
ふ
処
も
毒
て
撰
噌
蓮
卜
働
墓
ｂ
ｌ
式

Ｐ
、

溌
久
け
〃
て

鵬
叩
内
ノ
ね
洲
〃
ｊ
も
り
あ
ん
心

ゼ
ル
河
４
脚

＃
ロ

Ｙ
剛
で
？
７
・
ィ
、
‐
叩
弓
啄
す
″
‘
，ｒ

の
Ａ
ｒ
ｒ
ｊ

．
、
ｂ
〃
’
、
、
‐
‐
‐
，

沙
』

』

。
ｌ

ｊ
１
Ａ
Ｊ
曲
，

一

1
－
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筵
／
１
匁
ふ
り
山
総
晶
ｉ
皇
１
１
‐
～
え

岡
葹
考
の
霊
１
ゑ
；
や
ず
り
わ
う
ｔ
工
勺
雀
ｊ
分
り
で
、
轟
令

’ 、
Ⅲ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
■
Ⅱ
一
日
Ｉ
Ⅱ
８
８
日

I

、

咋
窒
画

両
人
の
勺
に
え
間
や
諺
＃
ｊ
の
孤
八
霞
兆
ｇ
遮
守
か
茎
対
向

狗
乱
屠
農
却
淡
と
牙
Ｉ
多
墓
令
に
侭
Ｉ
少
守
Ｉ
暫
息

同
率
紬
＆
承
ノ
総
逓
パ
パ
山
迩
恭
と
い
ふ
勺
逵
山
豫
亨
及
苓
に

ひ
乱
で
』
だ
７
（
ｗ
鞭
ぬ
い

斗
尽
Ｉ
ｉ
あ
う
～
を
②
級
？
通
ろ

０

０
１
、

、
Ｌ
聾
詐
ゞ
一
唾
呼
鈴
ソ
〃
“
”
遁
〆

、

縛
孔一
》、

、
今
ギ
ｊ
九

礁
７
か

司

脚
１
１
忽
や
〃
１
ｋ
肌
必
叩
き
Ｊ
り
ａ
Ｗ
ら
心
３
γ
２

４
１
１
坪
凡
Ｉ
Ａ
Ｙ
か
盤
ｖ

わ
Ｋ
７
Ｌ
℃
ハ
・
榊
八
郷

●
恒
ｃ
色
且
■
で沙

く
弁
７
１
‐
ｊ
〃
Ｔ
Ｉ
と
み
ご
腹
池
乳
角
Ｎ
ｔ
祭
ｉ
ｔ
去
咽

あ
同
乱
チ
み
も
ぁ
全
茂
る
”
冬
と
弍
捻
勺
〃
か
瓢
Ｉ
‐
ん
勺

剰
対

を
う
飲
溌
施
秀
を
重
の
琵
溌
号
、
ん
ｔ
Ｙ
《
勺
わ
ら
．
ｖ
の
卿

竺
今
り
汰
登
と
汁
ｊ
舟
急
ｌ
↓
え

13

I １
…

い
り
脚
ｒ
ア
リ
式
ム
ｖ

爺
、
ｎ
画

ご
祁
勺
登
珪

蛍
や
訟
勺
４
奇
Ｉ
伸
血
ハ
勺
か
１
坪
秘
啄
＃
参
一
、

種
よ
〃
。

焔
“
，
《

場
偽
く
“
へ
１
１
１
ト
ア
之
寸
承
Ｙ
夕
乱
ぞ

》
』
ｍ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
り

て

↓

念
蹴
り
脹
仏
や

捌
繊
の
為
ザ
亦
兆
ツ
も

、

を
７
と
限
了
冷
少
Ｊ
確
吋
塔

fノ
J

1
｝

’

画
ｒ
，
、

－

1冠
と
く
、

〃
壱

》

可

り

８
７

Ｊ
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● 】

9

の‘り ，
心
急
峰
坤
吻

も
え
稲
く

峠
の
念
付
よ
の
ふ
あ
八
句
零
一
价

一
に
ド

ム
駛
彦
焔
ｈ
ノ
ト
ワ
ｆ
１
降
下

触
〃
４
１
卜
１
河
Ｄ
別
を
み
ｒ

ウ
↓
１
の
基

》

晏

久
ゐ
３
侭
Ｉ
淘

Ｐ

咳
”
～
ノ
守
る
ｊ
拝
ｘ
劃
夛

臭
て
》
ｌ
と

ノ
亀
、
弐
一
７
ｒ
１
ｙ

弁
７
ｊ
い
い
〃
今
６

〃
／
夕
砥
だ
。

〈
渦
４
１
勤
逐
の
ゐ
７

入
脅
卿

北
罫
驚
万

、

化
津
γ
と

皇
ｉ
１
ぎ
ん
診
ろ
と
Ｉ

瀦
以
多
い
”

榊
奴
ル
溌
勘
抄
＆

ｊ

曲
里
》

Ｆ

≦ 舎
偲
《
み
・
９
哩
弟
り
や
之
か
ハ
リ
７
低
参
る

ｈ
ｊ
ｒ
淺
剖
℃
ン
点
鑑
や
〃
ｉ
ｊ
姑
１
１
１
』
ん

ろ
沈
澱
わ
Ｊ
も
払
〃
勺
に
ム
の
か

耐
多
Ｚ
脇
や
誰

、
逗
承
亀

戎
卜
勺
／
、
で
１
１
の
為
ふ
い

ｄ
や
限
‐
小
込

の
圃
沁
妙
附
、

１１ 患

↑

の糊
代
本
雀
乙
混
沸
の
、
含
え
管
似
な
３
げ
り

写 瘤
く
塁

小Ⅲ
紙
欠
ｌ
Ｌ
ｖ
入
聯
ｌ
彦
Ｎ
亀
Ｉ
ｈ
小
い
り
↓
↓
之
、

〃
ｉ
と

み
よ
浄
通

ノ、

」
〃
２
僻
柵
”
舵
、
の
咽
ｆ
″
く
、

犬
１
７
の
ｆ
抄

ｐ
、

皇
I

〃
守
恢
ソ
が

や
ハ
ゾ
ー 連

も え
丸
遮
奇
計
Ｉ
承
曲
↓
ら
ひ
寵
７
１
へ
の
字
蓮
あ
う
、

妻

才
、

紺
よ
呈
乙
眺
岬
乳
乃
ｒ
〃
ふ
り

典
移
眺
、
素
曲
奇
〃
て

の
令
奮
と
ｖ
か
少
勺

鈴
う
獺 ギ

葭
俶
等
息
の
鵬
め
ゐ
童
猫
匂

瞳
壱
Ｚ
仁

醜
ぞ
Ｉ
付
ャ
ｗ
入

日

凄
服
鼠
い
の
，
勺
ハ

歪
や
か
芽
１
１
托
人
憲
矧わ石

‐
ｊ
ｊ
々
，
曲
り
ム
ヤ
、
Ｌ
肱
呼
八
Ｊ
し

曇
↓
た
ｒ
ｒ
泥
勘
雅
；
わ
忍

●
更
め
伶
も

１
ケ
く
わ
乳
Ⅳ
１
ヶ
か
ゆ
黒

笥
血
、
霊
的
ぢ
参
泌
脚
罰
釧

１
１ 奪
童
廷

『
ｌ
夕や

１
脈
人
；
、
際

馨
幾
批
勺
む
ふ

や
財
Ｉ
Ｉ
ｒ
；
気

ム
ハ
貯
繩
恥

今
ｆ
Ｉ
ｌ

今
賜
池
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一

蚕
沢
一
ウ

４
坪
少
夢
Ｉ
ｊ
Ｉ
１
惚
随
ソ
沙
恥
吻
な
八
″

拳従

一
、
恩
■

４
－
￥
、

脇
夢
の
砂
を
参
３
煮
ｒ
Ｚ
Ｌ
均
と
か
の
筋
ふ
く
蝋
の
盤
事
海
鼠
″

胤
荊
ｉ

ざ
鼠
命
ｊ
而
孔
き
；
や
ゑ
づ
～
”
抄
ｉ
ぽ

威
泌
撤
拠
顔
や

娩
錫
患
協
・
鞍
飢
舟

リ
ダら

1

値Ⅲ：

、

成
綿
昊
弁
臘
営
一
街
の
勺
、
勇
篭
の
勺
ハ
欺
き
次
Ｉ
く
専
心
燭

捧

瀞
尋
伸
う
ぅ
～
愁
を
り
ふ
ム
ｖ
恥
ヅ
リ
２

瞳
ひ
ざ
協
江
振
ｊ
Ｊ
ご
卜
』
え
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